
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（繰入金等）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

2.00

Aの

財源

2.00

16,634

2.00 2.00

35,725 28,910

18,292 19,209 12,394

16,516 16,516

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

・工業技術総合センターとの連携により、基本価値と感性価値の相乗効果により「売れる良いものづくり」を推進するとともに、開発製品の

情報発信支援にも取り組んでいく。

目標に対

する成果

の状況

　基本価値とともに感性価値にも配慮した開発を推進することにより、商談会等でも好感を持って受け止められる商品が出てきた。また、開

発から情報発信までトータルで支援を行うことにより、新聞やTVで取り上げられることも増え、売上げにも良い影響を与えている。

2,088

34,926 概算事業費（B（A）+C）

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度

補正予算

合計（A)

概　算

人件費
16,516

29,759

予

算

額

前年度繰越

当初予算

11,254

項目

18,719

10,867

7,852 8,042

18,719

11,155

11,985 2,096
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Ｈ２４

達成

現況

（見込）

商品化に至った製品件数(件)

9  信州ブランド確立

施策の総合的展開

1-1　信州をけん引するものづくり産業の振興

　特色ある地域資源を活用した製品開発を企画から商品化まで通して支援し、他地域に対し優位性のある地域資源活用型産業の集積を

加速する。

プロジェクト  

～

担

当

課

事業内容

合計

直接

4,069

地域資源の効果的な活用方法を研究するﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

（開発塾）の開催（3ﾃｰﾏ）、商品化の可能性が高い有

望案件（開発プロジェクト）への外部専門家等の派遣

（14案件）

直接

（単位：千円）　

3,258

（当初）

3,457

H24

ﾃﾞｻﾞｲﾝにより顧客の感性に働きかける製品の開発支

援

・ﾃﾞｻﾞｲﾝ専門支援員配置（１名）

・ﾃﾞｻﾞｲﾝの役割、活用に関する啓蒙

・新製品へのﾃﾞｻﾞｲﾝ導入に際しての助言、支援

・開発製品の紹介パネル等ＰＲ資料の作成支援

デザイン支援による感性価値の向上

直接

H25

（決算）

3,465

H24事業実績項目

実施期間

■県でなければ実施不可　

目指す姿

県が関与

する理由

【左記の説明、根拠法令等】

地域資源を「信州ブランド」として高付加価値で発信力のある製品にするた

めには、中小企業・生産者単独の取組みでは限界があり、県の支援が必要。

現状

1 成長産業の創出 H20

　平成２０年からセンター事業を開始し、年間数百件に及ぶ企業等からの地域資源活用に関する相談に応じながら商品化にむけた継続

支援を行っている。センターが関わり商品化に至った製品の延べ件数は５年間で１５０件を超える見通し。

13,350 12,394

事業番号 ０６ ０４ ０５

E-mail

　商品化に至る製品の件数：３０件

事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 地域資源製品開発支援センター事業地域資源製品開発支援センター事業地域資源製品開発支援センター事業地域資源製品開発支援センター事業

部局

mono@pref.nagano.lg.jp

商工労働部

課・室 ものづくり振興課

30

4,069

13,243

＜参考＞

総合５か年

計画

□法令等義務 □内部管理

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

実施方法

（当初）

H25

目標
成果 達成状況

企画から商品化までの総合ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ 5,824

地域資源活用に取り組む企業に対する継続的支援

・民間での開発実績を有する総合ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ配置（１

名）

・具体的な構想、製品企画の策定支援

・製品の試作、評価分析に関する支援

・開発製品のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

・開発製品の情報発信（ﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽ等）のｻﾎﾟｰﾄ

23年度 25年度 成果目標の達成状況24年度24年度24年度24年度

24,011 13,350

3,409

30

目標

30

新製品開発塾、新製品開発プロジェクトの推進

5,727 5,709

13,243

-3,984

13,243

20,027 13,350


